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平成23年3月 1 日

江戸川区立西葛西小学校
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3月行事予定

主な行事予定

1/2成人式(4 主将

保讃者会

幅 1:50-250高3α)-4∞)

安全指導

委員怠舌動

感謝ι濃い6旬

午前擁護(1~5旬

クラブ活動くB時珍

避難JI線療団下紛

卒業式会揚撃備(s帽噂欄

給食倒卒業式予行

1'"""4 ・ 6年5時間糧難

前日準備6年 6校時

第31 回卒業証書慢与式

1 "'4 年体業日
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次年度の教育課程編成をすすめています
校長 摩郡藤美子

先月 16日から、 三泊四臼でウインタースクール〈福島県 a 国立磐梯青少年

交流の家〉 に行ってきました。今年は雪に恵まれ、雪遊び、雪原をスキーや力

ンジキで走り回る自然観察、ゲレンデでのスキー体験とI~ゆくまで楽しむこと

力すできましだ。 出かける 1 ヶ月前から、「インフルエンザウィルスをちら込まな
いよう全校で協力しましょう」と噂びかけ、 幡町麿理に努めたことも刻を奏レ

まL九子どもたちは、ケガもぜず、全員力tゲレンデを楽レく滑り下り、計画

した行程を全てやり遂げることカTでさまレた。

雪国の天樹立、 時とレ勺晶酷です。 雄太で美レし喧綿山噂猪苗代湖力溜め、

ナイ トウ万一クで夜空の患が無獄に見えたかと思うと、一転して、体を動かレ

ていないと吹蜜く雪lO東えるほどd濃さ施搬なく襲いますの 少しの体験でレ

1E.1J~... 雪国で乞習することの太獲さ、人々の知恵噌場力、 我慢強さなど、人の

力など本刀釘ちできない自然の太きさの中で暮らす会濯の人々の生き方を、共

感しながら理解できだと思います。

初めてのスキーに「できた、スキーって楽しいLI r面白いっJ と瞳キラキラさ

せ、 すれ違う反達広励まlß.)声をかけていく子たち、さっさとあちかすをよそっ

てレっかり食事をする鞍舌動が手早く、寒さの中で弱音を吐かない6年生、集

悶生活を黙々とこなし全員健康だった5年生。 子どもたちもの頑張りは見事で

したが、それを支え、上手くいくよう細かく配慮レ見守り、子どもたちの力を

引き出してい足先生方の労を厭才対話旨導に、頭カ令下がります.

集国脂j白j古制立、生活様式力漕罰則になっだ裏腹に子どもたちの笠活体験や自

然体験力漕しく減っていること、少子{じ、生活環境の斐化で、 基本的な生活習

慣ゼ療団生活上の決まりが期こ付いていなし明伏から、普段とは巽なる生活環
境の中で、 人の話を良く聞き、 自然の中でι港らレや文{凶こ親しみ、集団信舌

に溶けνυで似樋徳など望ましい体験をすることが目的です。

本校司法、今まで6年生の卒業前に実施していた行事ですカえ 新学習指導要

領で集底提言自活動お警幹見されること私この体験で期日却すた素晴らしい力を、

その後の学校生活にも十分活用さぜたいとの願いから、 実施学年・時期の見直

い 5年生で行うことにしました。 従って、今年に限って5 ・ 6年生約250

人.~Iの大集舘でしたので、手ど毛疋ちも例年以上の夫変な努お、紫瞬らしい結

束力をみせていました。現5年生が見せたJ弼長りに倣しL 生活リズムの定替、
実直な学習、 先生の指示を1 回聞いて行劃に移す、 少人数での集団生活の徹底

などを、 3. 4年生からできるようにしていけは税交の子どもたちは 5年

生で集臨奇自活車問目的を十分達成できます。

また次年度は、区で一斉に振替体業しない土曜鑓業を行います。本校では、

4臼問実施レます。学校主調号潜徳浅築、生活リズムø.Jよの地区公開講盛やセ

ーフティ毅室、 学校応援団こよる協力鑓業等を行います。更に、区の学筏選択

制の見直Uこ伴しk 学校ぷ関白が年間5日間になるので、 3学期こ館業参観後

の保護者会を 1 臨量けます。詳GL'g畑島立、保護者会で行います。



「小中連鍵教育の推進j
6年生は、いよいよ4月から希望に絢ふくらませた中学校生活が始まります。レかし、そ

の一方で中学校の学習や生活、友達関係に不安をもっている子もたくさんいます。多くの子
は、入学後の早い時期にこれらの不安を解消しますが、なかには「中 1 ギャップJ といわれ
るように、これらの不安をき|きすり、うまく中学校生活に適応できない子も年々纏えてきて
います。そこで、これからは大半の子が進学する西葛西中と連携をしてこれらの問題を解消
レ、順調に中学校生活を送れるようにする必要があると考えます。
小中連携の方法には、教師椙亙の媛業参観や出前媛業、情報交換、児童・生徒や保護者の

交流活動などがあります。これまで本校では「チャレンジ・ザ・ドリーム〈蹴揚体験)J で
西葛西中の2年生を毎年受け入れてきましが、今年はさらに交流を深める活動として、 2月
25日〈金)6校時に西葛西中の先生による「出前綬業J を行いました。 6年 1 組は毅学〈板
橋先生〉を、 2組は英語〈黒岩先生〉を、 3組は理科〈菊池先生〉を教わりまレた。わすか
1 9春闘の授業でしたが、子どもたちはこれから入学する中学校の先生の綬業とあって、普段
にも増して集中して綬業に甑んでいました。 この出前綬業を通して、「阜く中学校の本物の
疫業を受けてみたい」という気持ちになったようです。
来年度には、西葛西小と西葛西中の先生同士がEいに媛畿を参観レ合い、情報交錬をする

機会 (6月・ 2月小中連絡協議会〉をちつ計画をしています。
子どもたちの健やかな成長のためにどのような小中運鍵教育ができるのか、少しすつでは

ありますが、共に考え実践していきたいと思います。
副校長早藤基代孝

「お別れ鎗食J
西葛西小学校では、年間を通しなかよレ給食を実施レています。「おお男給食J や「校庭で実

学年交流でのお弁当給食J、 3学期は「お別れ給食J です。この臼は、集会で r6 年生を送る会J
があり、お世話になっ疋 6 年生に感謝の気持ちを込めて学年ごとに出し物を発表しまレた。
総食は、『同じ釜の飯をなかよく食べ、感謝の気持ちで会食レょう』というものです。 6年生

が、 1 年生から5年生の教室に招かれて一緒に給食を食べました。みんなが好きなカレーライス
の献立です。 6年生の食欲に、食べる速さにびっくりしている 1 年生もい
ましたが、なごやかな時間を過ごすことができだようです。食後は、お楽
しみの時間も用意され r6 年生の皆さんありがとう! J の気持ちに応え、
6 年生が下学年生とー絡に遊んだりレて思い出のひと時となりました。

栄餐士吉田貴代江

rζ九なに太きくなりました」
きらきら輝く瞳に初めて出会った入学式。あれからもう 1 年が過ぎようとしています。

広い校庭で、全力を出レさってがんばった運動会。冷たいシャワーに悲鳴をあげたブール。
みんなの個性とアイデアを静分に発揮しだ展覧会…。いろいろなことがありました。

οA そのたびに子どもたちは、でさることが矯え、友だちが纏え、少しすっ成長してきまレ
ﾕ 1E. o この 1 年はそれぞれに充実した日々だつだことと思います。先日行われだ『新 1 年
生を迎える会』でも、保育園の子どもだちのお世話を自信をもってやりさることができ
まレ定。 4月からは上級生。学習菌、生活面ともに1 年生のまとめをしっかりと行い、
2年生になる準備をしていきたいと思います。

1 年学年主任土屋みどり


